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【抄録】

本ノートでは，フィンランドの国語科教科書について，全体の構成，単元の教材構成，学習の

てびきの特徴から検討した。全体の構成からは，フィンランドの教科書はテーマや領域ごとに学

習内容を集中的に掲載しているという特徴があること，情報リテラシーやメディア理解に関する

内容が充実していることなどが見えてきた。さらに，実用的な言語能力育成を重視する一方で，

ファンタジーという言語文化の学習を重視していることも特徴的であった。単元の教材構成とし

ては，「読むこと」に関する一つのテーマ単元の中で，文学的文章と説明的文章が併せて掲載さ

れていた。さらにそれらのテキストに関連する挿絵などのビジュアル資料も充実していることが

分かった。また，学習のてびきについては，日本の教科書における学習のてびきと共通する部分

もあったが，絵（挿絵）の読み取りが学習課題として設定されていること，「自分なりに」「自分

で選択して」といった「個別最適な学び」を重視したデザインがなされているといった視点は非

常に示唆にと富むものであった。
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0．はじめに

本稿は，フィンランドで採用される国語科教科書の特徴について分析するノートである。

フィンランドの国語科教育が注目され始めたのは，2000 年から始まった PISA 調査の結果に

よるところが大きいだろう。PISA 調査は，国際的な統一基準に基づき OECD（世界協力開発機

構）が実施する国際的な学習到達度調査である。同調査において高い順位を保ち続けているフィ

ンランドは「教育先進国」として注目され，「フィンランドメソッド」という言葉の流行にも象

徴されるように日本の国語科教育界からも大きな注目が注がれてきた。

例えば，国際的な学力観に対応できていない当時の日本の国語科教育の現状に問題意識を持つ

北川達夫らは，2005 年以降，フィンランドの国語科教科書の翻訳出版を行い，その学びの質の

違いを指摘してきた。その北川らは，フィンランドの読解メソッドが次の四つの段階を内包して

いると述べている（北川ら（2008）など）。
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復唱…テキストに書かれていることを適切に読み取る

推論…テキストに書かれていることを手がかりにある事柄の原因や結果を考える（結果から

原因の推論・原因から結果の推論）

評価…テキストの内容について自分自身はどのように評価するのか，自分であればどうする

のかを考える

適用…テキストの内容を現実の場面に適用する

このようにみるとフィンランドの読解教育は，「情報の取り出し，解釈，熟考・解釈」で構成

される「PISA 型読解力」と重なる部分がやはり非常に大きいことがわかる。「テキストをいか

に正しく理解できるか」という日本の古典的な読解力観ではなく，PISA 型読解力と同様に「自

らの目標を達成し，自らの知識と可能性を発達させ，効果的に社会に参加するために，書かれた

テキストを理解し，利用し，熟考する能力」の育成をその目標に据えているということであろ

う。

では，このような読解力観に立つフィンランドの国語科教科書（読解教科書）にはどのような

特徴があるのだろうか。日本の国語科教科書とどのような共通点，あるいは相違点があるのだろ

うか。

フィンランドの読解教科書の特徴についての先行研究として門松ら（2011）がある。門松ら

は，フィンランドの初等教育における読解教科書の翻訳版を分析することで，以下のような特徴

があると明らかにしている。

1）各学年 5部構成であり，場面ごと，意味段落ごとに分けて掲載される。小見出しがつけ

られている。

2）単元に設問が明示され，その設問には話す・聞く，書く，読むの言語活動がバランスよ

く配置されている。

3）文章以外に，絵，写真，図，表などが多く掲載されている。

4）学習活動の中でも書くことが特に重視されており，文章を書くための「型」を学ぶこと

ができるように構成されている。

門松ら（2011）をもとに青砥が要約

このようにフィンランドの国語科教科書（読解教科書）には，当時の日本の教科書と比較して

非常に先進的な特徴がみられることが指摘されてきた。一方で，このようなフィンランドの国語

科教科書の特徴についての言説は初等教育段階のものを取り上げるものが中心であり，中等教育

以降の教科書教材を取り上げた分析はほとんど行われていない。さらにその多くが「フィンラン

ドメソッド」が流行し始めた 2010 年前後の論考である。その後，平成 20（21）年度，平成 29

（30）年度の学習指導要領改訂の中で，日本においても「思考力・判断力・表現力等」の育成重
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視に象徴されるような学力観の転換がはかられている。国語科教

育そのものの改革に伴いその教科書についても変わってきたはず

である。そこで本ノートでは，筆者がフィンランドでの現地視察

の中で入手した中学 1年生に該当する学年の教科書を手掛かり

とし，その構成や内容の特徴について，特に日本の教科書との

共通点や相違点に注目しながら検討していく。今回は，

ÄIDINKIELI JA KIRJALLISUUS KÄRKI 7（Katri Karvonen

ら編）（以降，「教科書」のみの表記の場合これを指す）を取り上

げる。なおフィンランド語の翻訳に関しては，主に Google 翻訳

サービスを利用しているため，一部不適切な訳が含まれている可

能性がある。

1．全体の構成

まずは教科書の「もくじ」から，その全体の構成の特徴をみていく。

・よし 7年生だ

1 自分を表現する

・あなたはだれですか？

・グループの中でどのような役割をはたしま

すか？

・スピーチとパフォーマンス

・演技：私の最愛の相手

2 言語を研究する

・単語はどこから来たの？

・品詞や単語を研究する方法

資料 1 教科書の表紙

資料 2 教科書の目次
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・名詞の命名と分類 一般名詞－個人名詞／

名前と姓の由来に関する物語／地名は何を

物語る？

・形容詞は説明する 形容詞は比較級で利用

される

・代名詞は置き換える 会話やテキストでの

代名詞

・動詞はそうする 人称代名詞による変化／

時制による変化／様々な変化を持つ動詞

・その他の言葉 副詞は同氏を補完する／挨

拶や会話の言葉

・プレゼンテーション：状況に応じて言葉を

選ぼう

3 文章の作成

・いろいろなテキスト

・文と文章 述語は文の根幹／文と句読点／

主節と従属節で文にリズムを与える／

・テキストの赤い線 段落分けにより文章が

わかりやすくなる／魅力的な冒頭／印象に

残る最終部

・自分の文章：趣味と自由時間

4 情報を読む，検索する，インポートする

・様々な読み方 情報テキストの読み方は？

／統計は何のために必要なのか？／絵をど

う解釈するか？／情報を検索するにはどう

すればよいか？

・データを処理する メモする／自分の言葉

で情報を伝える／ソースのタグ付け

・自分の文章：動物の様子

・コミュニケーション？

5 メディアを見る

・メディアとは何か？

・有名人・アイドルとファン 華やかなオー

ドリーヘップバーン

・ゲームには中毒性がある

自分の文章：メディア報道

6 テキストを読む

・異なる読者 小説をどのように読むのか？

・中編小説は短い物語 ファルコン／電気！

・情報文には本当のことが書かれている ノ

ンフィクションのヒント／リオネルメッシ

最高のサッカー選手

・児童書の中の女の子と男の子 古典は今も

生き続ける／今の若者にとって感動する本

／目に見えない青春／小さな詩の少女／透

明な少年／若者向けの読書のヒント

・ファンタジーの不思議 ファンタジーラン

ドの地図／ファンタジーの父 J. R. R. トー

ルキン／ホビット，別名ゼア・アンド・バ

ック／よいドラゴンも悪いドラゴンも／ド

ラゴンとウーという少年／トーベヤンソン，

ムーミンママ／世界最後のドラゴン／ファ

ンタジーのヒント

・詩の魅力 詩をどう読むか／詩の朗読

・自分の文章：本を書く

7 言葉を守る

・大文字と小文字のイニシャル

・単語をつなげて書くか，分けて書くか？

・句読点は文章中の交通標識である

・数字の書き方は？

言語表

・品詞 名詞／格／動詞／その他の言葉
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このようにみると全体の構成として，話すこと聞くことの指導（学級集団の形成も意識された

内容であると想像される），言語に関する文法的知識に関する指導，書くことの指導，メディア

についての指導，読むことの指導，ファンタジーについての指導，言語規範に関する指導と流れ

ていることがわかる。

日本の小学校や中学校教科書では，文法や読書などの「知識及び技能」，「話すこと聞くこと」

「書くこと」「読むこと」などの「思考力判断力表現力等」の指導が年間を通して分散的に配置さ

れていることが多いのに比べ，フィンランドの教科書はそれぞれの学習内容を集中的に掲載して

いるという特徴が見られる。日本においても，特に高等学校の教科書などでは，「社会」や「環

境」などのテーマに基づいたテーマ単元を基本ユニットとして編集される場合があるが，フィン

ランドの教科書では，「2言語を研究する」や「3文章の作成」のように特定の領域や事項にフ

ォーカスした単元が設定されている。また「6テキストを読む」などにおいては，さまざまな種

類の文章の読みが一つのユニットの中で同時に取り上げられており，テキストを読むという言語

活動や言語文化についてより多面的に理解を深めていく構成となっているように見える。

さらにこの教科書では，日本でいうところの「情報の扱い方」にかかわるであろう情報リテラ

シーに関する学習，またメディアの特性についての学習に対して相対的に大きなボリュームがお

かれている。日本の国語科教育においてもこれらの内容を扱うが，いずれもコラム的な取り上げ

られ方をすることが多い。フィンランドの国語科教育がこれらの学習を重視しているとすれば，

それはやはり学習者がこれからの社会をたくましく生きるために必要な言語能力とはなにか，と

いう問題がより強く意識されている結果であると考えられる。

その一方で，ファンタジーという分野についても大きく取り上げていることがわかる。筆者が

2023 年に実施した現地視察では実際の中学校において，いくつかのアイテムから想像を広げ，

オリジナルの物語を創作するという言語活動を参観する機会があった。創作活動中は生徒は教師

や他の学習者の干渉を受けることなく自身の創作に没入することができるような展開がされてい

た。授業者に話を聞いたところ，フィンランドの国語科教育の中では子供たちの「想像力」とい

うものが非常に重視されているということであった。 このように実用的・実践的な言語活用能

力と並行して，言語文化に浸り子供たちが「想像力」を豊かに発揮するような経験が重視されて

いるというのも一つの特徴であると感じた。

2．単元の教材構成

ではそれぞれの単元の内部はどのように構成されているのであろうか。

今回は「6 テキストを読む 中編小説は短い物語」に含まれている“Metsästyshaukka”とい

う単元を取り上げる。

フィンランド国語科教科書の特徴（青砥弘幸）

（ ６７ ）



佛教大学総合研究所共同研究成果報告論文集 第 12 号

（ ６８ ）



資料 3 単元“Metsästyshaukka”教科書部分
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本単元は“Metsästyshaukka”という教材を中心に鳥に関する複数の「読むこと」の教材で構成

されている。まず，文学的文章として“Metsästyshaukka”が掲載され（その中には補足的な内

容の短いコラムなども掲載されている），その後には，当該教材においての「学習のてびき（設

問）」が示されている。次に，伝書鳩についての説明的文章である“Urhoolliset viestinviejät”

と挿絵として伝書鳩をモチーフとしたいくつかの芸術作品，伝書鳩に関連して「暗号」について

の読み物が続く。そして単元の最後には，単元全体にかかる「学習のてびき（設問）」が掲載さ

れる。

このように一つのテーマ単元の中で，文学的文章と説明的文章などが同時に取り扱われること

は日本の国語科教科書においてはあまり見られない。さらに，これらの教材に併せて挿絵（芸術

作品）が多く掲載されていることは非常に特徴的である。語科教育の指導内容として，文章だけ

ではなく絵などの資料などについても「読むこと」が意識されているということであろう。この

ように一つの単元が，絵などの資料を含めて，多様な読解素材で構成されている点はフィンラン

ドの教科書の特徴であるといえる。

3．学習のてびきの特徴

では本単元における「学習のてびき」には，どのような内容が示されているのであろうか。こ

こでは本単元に含まれる 2つの「学習の手引き」の内容を見ていく。

【“Metsästyshaukka ”の学習のてびき】

（1）「ファルコン」を読もう

a．どんな出来事がおきるでしょう

b．一番素晴らしいことは何ですか？

c．一番悲しいことは何ですか？

d．あなたは誰が正しいことをしていると思い

ますか？

（2）言葉を説明しよう

形容詞：非の打ち所がない，無心の，騎士道

精神の

名詞：トーナメント，レガシー，遺言，配偶

者，運命

動詞：狂喜する，失神する，無音，崇拝する，

歓呼する

副詞：栄誉

（3）

a．物語の筋書きを自分なりに話してください

b．物語にはどのようなターニングポイントが

ありますか？

（4）

a．物語の冒頭ではどんなことが書かれていま

すか？

b．物語にはどのようなギャップがあるのか？

c．物語の終わり方はどのようなジャンルであ

ると言えますか？
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まず“Metsästyshaukka”の「学習のてびき」については，以下のような特徴が指摘できる。

（1）はテキストの読み取りについてであるが，単に物語を正しく読むことだけではなく，物

語に対する生徒自身の解釈や評価を問うていること

（2）は語句の説明であるが，品詞ごとに整理して示されていること

（3）のように物語の内容について自分自身の言葉での説明を求めていること

（4）（5）では，構成やジャンル，語り手の問題など，物語という言語文化自体に対して理解

を深め考えさせるものであること

（5）次の表現のうちこの物語の語り手（ナ

レーター）を特徴付けるものはどれですか？

一人称，三人称，何でも知っている語り手，

外部の話り手

【単元全体にかかる学習のてびき】

（1）「勇敢な使者」を読もう

a．意味の分かりにくい表現を紙に書き出そう

外国語表現を説明してみよう インターネ

ットで調べることもできます

b．鳩はどのような用途に使われていますか？

c．戦時中，鳩は足につけたカプセルに何を携

帯していましたか？

d．なぜドイツ人は鳩を迫害したのか？

e．G. I. Joe とは誰か？

（2）「伝書鳩の暗号を解読する助けが必要だ」

を読もう

a．何があったの？

b．どこで起きたの？

c．いつあったの？

d．ニュースではなんと言っていますか？

e．そのニュースで何が不確かなのですか？

f．なぜフィンランドでもニュースがニュース

の限界を超えたのか？

g．暗号文から何が読み取れるか考えよう

（3）121 ページの絵の中から一つ選ぼう

a．絵には何が写っていますか？

b．絵の雰囲気はどんな感じですか？

c．絵の中から 2羽を選び，それぞれを比べて

みよう

d．インターネットで鳩に関する情報を探し，

まとめよう

（4）a-f から選んでリポートにまとめよう

a．フェデリゴの狩猟鷹が語る彼の人生（物語

の視点を変えて）

b．鳩が危険を避ける

c．G. I. Joe は最後の瞬間に到着する

d．暖炉の側に落ちた伝書鳩の話

e．子どもと鳩と親友（121 のピカソの絵）

f．鷹と伝書鳩の関係

（5）読書サークル

a．あなたが書いたリポートを家の人によんで

もらおう

b．お互いのリポートを読み合おう

c．グループで全体に紹介するレポートを一つ

選ぼう
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次に単元全体にかかる「学習のてびき」については，以下のような特徴が指摘できる。

（1）（2）では，それぞれのテキストを適切に理解するための段階的な設問が設定されている

こと

（3）は絵（挿絵）についての読解（解釈）を問うものであること

（4）（5）の本単元の内容に関連するリポートを書くという言語活動が設定されており，テー

マをいくつかの選択肢の中から選ぶ形が取られていること，活動の相手として家族も含まれ

ていること

このようにみると中等教育段階の国語科教科書においても，「はじめに」で示したような北川

ら（2008）や門松ら（2011）などの先行研究が指摘してきた特徴と重なる部分が多い。

テキストを適切に理解するための段階的な設問が設定されていること，新出語句の意味を理解

させるような設問が設定されていることなどは，日本の国語科教科書における学習の手引きの内

容と共通する部分である。また先行研究が指摘してきた特徴である「書くこと」の重視という点

であるが，本単元においてもリポートを作成するという形で取り入れられていた。このような単

元のまとめとして自己表現を伴う言語活動を重視する方向性は，日本においても現行の学習指導

要領のもとで徐々に意識されはじめている。

一方で，絵（挿絵）について注目させ，その読み取りや評価をさせるような学習課題は日本に

おいてはあまり見られない。日本の国語科教育においても図表の読み取りなどについては近年そ

の必要性が共通理解されてきたが，このような絵やイラストの解釈についても改めて国語科教育

の中でその指導の必要性が検討されるべきであろう。このように単元が多様な読解素材で構成さ

れている点は日本との相違点である。

さらに，テキストの内容を自分なりに説明したり評価したりするような活動や，複数の課題の

中から自分の興味のある学習課題を選択し取り組むというような内容もまだ日本ではあまり見ら

れない。「読むこと」の指導のなかで，正しく読み取るというだけではなく，自分なりに考え

「推論」「評価」「適応」していくという段階をどのように位置づけていくのかということはこれ

からの日本の読解教育の課題である。さらに，フィンランドの学習のてびきでみられた「自分な

りに」あるいは「自分で選択して」という前提に立つ学習課題は，まさに今，日本が目指す「令

和の日本型教育」の重要な学習観の一つである「個別最適な学び（特に学習の個性化）」にあた

るものである。全員が同じ読みを目指す課題，全員が同じ課題にとりくむというデザインだけで

はなく，子どもたちが自身の経験や興味関心を大切にしながら活動に取り組むということは今後

日本においても積極的に取り入れられていくべき内容であろう。
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4．おわりに

本ノートでは，フィンランドの国語科教科書について，全体の構成，単元の教材構成，学習の

てびきの特徴についてみてきた。

まず全体の構成からは，フィンランドの教科書はそれぞれの学習内容を集中的に掲載している

という特徴があること，情報リテラシーやメディア理解に関する内容が充実していることなどが

見えてきた。さらに，実用的な言語能力育成を重視する一方で，ファンタジーという言語文化の

学習を重視していることも特徴的であった。

単元の教材構成としては，教材ごとに学習のてびきが示されていること，「読むこと」に関す

る一つの単元が，文学的文章と説明的文章，さらに挿絵などの多様な読解素材で構成されている

ことが分かった。

学習の手引きについては，読解の補助的な設問の設定や言語活動の設定など日本の教科書にお

ける学習の手引きと共通する部分もあったが，絵（挿絵）の読み取りが学習課題として設定され

ていること，「自分なりに」「自分で選択して」といった「個別最適な学び」を重視したデザイン

がなされているといった視点は日本ではまだ弱く非常に示唆にと富むものであった。

今回，実際のフィンランドの国語科教科書を分析することで，これまで主に初等段階にものを

取りあげて指摘されてきたフィンランドの読解教科書の特徴が，中等段階の教科書にも当てはま

ることが明らかとなった。また今回の分析で見えた，特に日本の教科書との相違点については，

今後の教科書のありようを考えていくうえでの手掛かりになるだろう。しし，今回はごく限られ

た教科書教材の分析であり，その知見の一般性については今後さらに広く検証される必要がある

だろう。
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